
令和５年度 第３回次期総合計画等策定委員会 

 

 

令和６年３月１１日（月）午前１０時００分 

和泉市役所 庁議室 

 

 

 

 

 

１．人口ビジョンの策定について 

 

 

 

２．コンサル事業者の選定について 

 

 

 

その他 

・コーディネーターの選定について 

・各課ヒアリングシートについて 

 

  



前回のふりかえり 

 

１．人口推計手法の決定 

(１) コーホート要因法を用いる 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 合計特殊出生率の算出方法 

本市の過去 10年間の合計特殊出生率の推移から、回帰分析により今後の傾向を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．校区別推計 

(１) 校区別推計は作成しないものとする 

上記の推計で用いた生残率、純移動率、合計特殊出生率は市町村単位でしか存在せず、校区

別の推計を出すためには何らかの仮定を設定するほかなく、正確性に欠ける。 

コーホート要因法 n+5 歳人口 ＝ n 歳人口 × 生残率 × 純移動率 

0 歳人口  ＝ 15～49 歳女性人口 × 合計特殊出生率 

生残率、純移動率については、社人研の示したデータを用いる。 

合計特殊出生率については、本市で算出した値を用いる 
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合計特殊出生率の傾向 

 今後 15 年間は現在の傾

向が続く（右肩下がり） 

 それ以降は 15 年目の値

が継続 
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社人研
減少率は2020.3の実人口184,813人に対するもの

151,940人
減少率

（▲17.8％）

153,609人
減少率

（▲16.9％）


